
１．オクラトキシン精製用イムノアフィニティカラムOchraStarを用いて、 
   小麦中のオクラトキシンを特異的にクリーンアップすることが可能 
２．オクラトキシンは小麦、ナッツ、ワイン、レーズンに検出されることがある 
３．HPLCの測定ではアフラトキシン自身の蛍光を測定 

■プロトコル 

小麦中のオクラトキシンの分析 

 イムノアフィニティカラムではオクラトキシンのみカラムに保持され、他の夾雑物は洗浄によ
り溶出される。 
 

小麦 25g 

3 minブレンダー、または60 min 振とう 

上澄みをろ過する 

HPLC測定 蛍光検出 
Ex. 330nm Em.460nm 

OchraStarTM  

洗浄 

溶出 メタノール 3×0.5 mL 

0.2M 酢酸アンモニウム溶液 2×10 mL 

乾固 

定容 

 メタノール/水（8/2）100 mLを加える 

抽出 

ろ過 

希釈 4mL抽出液に12mLPBS溶液を加える 

＊溶出後溶離液400µLで定容し、HPLC測定も可能 

試料 抽出液 
ローストコーヒー メタノール/炭酸溶液(1/1) 

ワイン メタノール 

チリ アセニト/水（6/4)または 

メタノール/水（7/3) 

レーズン メタノール/水（8/2） 

ナッツ、香辛料、ココア メタノール：水（8/2） 

適応可能試料 
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